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2月19日の『港ふれあい寄席』に出演される落語家の瀧川鯉昇さんは、飄々（ひょうひょ

う）とした語り口が魅力です。その独特な芸風や、共演する入船亭扇遊師匠のこと、港

区の思い出などを伺いました。

――癒癒癒癒やされるやされるやされるやされる語語語語りりりり口口口口ですねですねですねですね。。。。

ぼくの芸は肩が凝らないとかいろいろな表現をされますが、お客さんが疲れないことが

基本です。 

娯楽ですからアハハと笑って、熟睡できるのが一番。寝られないのは不協和音、ヘタな

人だそうですから。うまいとそのリズムが心地よくて寝てしまう。で、名人になるとそれを

さらに起こす。 

ぼくらは、寝かすところと起こすところをいったりきたりしているわけです。

――そうしたそうしたそうしたそうした芸風芸風芸風芸風はどのようにはどのようにはどのようにはどのように？？？？

落語も古典芸能ですから、師匠のモノマネから入りますが、マネて近づくだけではその

人を越えられないですね。 

マネをしながら、しゃべり方、間のとり方、呼吸法、自分に向いたものを作っていく。ぼく

も何人かの師匠のマネですが、入門してみると、聞くには良かったけれどしゃべるとでき

ないというのもあるもので、自分にあった“呼吸”を考えるわけです。

師匠が言うには、歩く速さはしゃべる速さで、歌うスピードも一緒。しゃべるときうるさい

ヤツの歌はうるさい（笑）。付き合ってみると、その人の芸風がわかる、と言っていました

ね。 

生きてるリズムが近いというんですか、自分とピッタリの人がいるかもしれません。十人

十色、芸人の数だけ芸風がありますから。

――共演共演共演共演されるされるされるされる入船亭扇遊師匠入船亭扇遊師匠入船亭扇遊師匠入船亭扇遊師匠はははは、、、、同同同同じじじじ静静静静岡岡岡岡のごのごのごのご出身出身出身出身ですねですねですねですね。。。。

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

1953年、静岡県生まれ。75年、春

風亭小柳枝に入門。77年、春風亭

柳昇門下に。83年「NHK新人落語

コンクール」最優秀賞受賞。90年真

打昇進。96年「文化庁主催51回芸

術祭」優秀賞受賞。05年亭号を改

め「瀧川鯉昇」となる。落語芸術協

会所属。同協会監事。



静岡出身の噺家って多いんですよ。静岡は失敗したときに歩いて帰れる距離ですから。

なので静岡出身者は闘争心がない、敵を作らない。ある部分、そういう芸風を全員が持

っているかもしれません。 

入船亭師匠とは長いお付き合いですが、ぼくとは逆のすごく丹精な、しっかりした修行を

されてきた方。四角い部分もちゃんと持ち合わせている。そういう芸風で、おそらく歌い

方もそう（笑）。だから付き合っていられるんですかね。

――港港港港区区区区のののの思思思思いいいい出出出出をををを教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。

19歳のときに静岡から出てきて今日に至るまで、ずっとお世話になっているのが港区芝

界隈です。 

浜松町の時代劇専門の素人劇団に出入りしていたことがきっかけで、この世界に入りま

した。 

噺家になりたての頃は、時間はあるけど金がない。寄席から歩いてこの界隈にたどり着

くと、そうした知り合いが食事をさせてくれた。飲みたいときは、酒飲みの家へ寄る（笑）。 

格好良く言うと食客、居候ですか。江戸っ子っていうのかわかりませんが、理屈も恩も着

せないで世話してくれた。 

そういう人たちは、ほかの町にもいるんでしょうけど、ぼくにとって、港区・芝がそういう土

地でした。だから芝が第二の故郷。今回もそうした縁で会をやらせてもらいます。ぜひお

付き合いいただければと思います。
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